
～お世話になりました～

町民の皆様へ秋田県八峰町
No.

編
集
後
記

　
質
問
時
間
50
分
に
も
及
ぶ
時
も

あ
る
一
般
質
問
を
、
８
０
０
字
程

に
ま
と
め
る
編
集
は
な
か
な
か
大

変
な
作
業
で
す
。
質
問
・
答
弁
の

全
て
を
お
伝
え
す
る
こ
と
は
出
来

ま
せ
ん
が
、
委
員
会
と
し
て
も
、

工
夫
し
な
が
ら
「
伝
わ
る
紙
面
」

に
な
る
よ
う
努
め
て
き
ま
し
た
。

　
議
会
の
情
報
公
開
の
使
命
と
、

町
政
に
関
す
る
議
論
や
諸
課
題
を

共
に
考
え
、
町
民
に
伝
え
る
一
つ

の
懸
け
橋
に
な
る
紙
面
内
容
の
充

実
は
、
更
な
る
研
鑚
を
積
む
必
要

が
あ
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　
現
在
の
メ
ン
バ

ー
で
の
編
集
は
今

号
で
最
後
と
な
り

ま
す
が
、
配
布
さ

れ
る
頃
に
は
新
し

い
議
員
の
顔
ぶ
れ

も
揃
っ
て
い
る
は

ず
。

　
「
町
議
会
だ
よ

り
」
は
新
た
な
メ

ン
バ
ー
の
編
集
に

託
し
ま
す
。

（
記
　山
本
　優
人
）
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●
議
会
広
報
編
集
委
員
会

　
委
員
長
　
山
　
本
　
優
　
人

　
副
委
員
長
　
奈
　
良
　
聡
　
子

　
委
　
　
員
　
笠
　
原
　
吉
　
範

　
委
　
　
員
　
伊
　
藤
　
一
　
八

　
委
　
　
員
　
見
　
上
　
政
　
子

新年度予算を巡り議論沸騰新年度予算を巡り議論沸騰

能代山本クリーンセンター
を視察
能代山本クリーンセンター
を視察

い
ま
す
。

　

国
、
県
の
施
策
の
充
実
と
併

せ
て
、
新
し
く
選
ば
れ
る
議
員

の
方
々
に
、
町
の
将
来
を
強
く

託
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後

は
一
住
民
と
し
て
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
向
上
に
努
力
し
て
ま

い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

「
行
く
道
は
精
進
に
し
て
忍

び
て
終
わ
り
悔
い
な
し
」
苦
難

に
身
を
沈
め
て
も
耐
え
忍
び
、

決
し
て
悔
い
る
こ
と
は
な
い
と

い
う
言
葉
で
す
。

　

議
員
活
動
を
通
し
、
様
々
な

方
と
出
会
い
、
お
話
で
き
た
こ

と
は
人
生
の
財
産
で
す
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
お
世
話
に

な
っ
た
方
々
に
拝
趨
し
、
お
礼

申
し
上
げ
る
べ
き
と
こ
ろ
、
町

民
の
皆
さ
ま
へ
全
戸
配
布
の

「
議
会
だ
よ
り
」
誌
上
を
お
借

り
し
て
の
挨
拶
と
な
り
ま
し
た

こ
と
を
ご
理
解
賜
り
ま
す
よ
う

伏
し
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
の
更
な
る
発
展
を
願
っ
て

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

私
た
ち
４
名
の
議
員
は
、
こ

の
度
の
任
期
で
職
務
を
満
了
い

た
し
ま
し
た
。

　

長
い
間
、
町
民
の
皆
さ
ま
か

ら
暖
か
い
ご
支
援
、
ご
教
授
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
先

輩
や
同
僚
議
員
、
関
係
者
の

方
々
か
ら
多
く
の
ご
指
導
を
賜

り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
町

政
施
行
20
周
年
と
な
る
本
年
ま

で
町
民
の
代
表
と
し
て
町
政
に

関
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
町
村
合
併
、
峰
浜

庁
舎
焼
失
、
東
日
本
大
震
災
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

拡
大
な
ど
、
議
会
人
と
し
て
責

務
を
強
く
感
じ
る
出
来
事
が
数

多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
ま
た
、
少
子
高
齢
化

に
加
え
、
物
価
高
騰
や
資
源
供

給
の
逼
迫
な
ど
、
社
会
情
勢
の

不
安
や
問
題
が
、
わ
が
町
の
基

幹
産
業
で
あ
る
農
業
や
漁
業
な

ど
に
も
大
き
な
影
を
落
と
し
て

門脇直樹議員水木壽保議員 芦崎達美議員 見上政子議員

は
い
す
う
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令
和
８
年
度

　
　
予
算
の
内
容

町の課題解決のため、この事業に取り組みます
～八峰町総合計画（令和８年度～令和17年度）～

注目！　新年度予算の事業

仕事づくりのための産業振興
◎生薬栽培推進事業
　○ 生薬栽培 289万3千円
◎雇用創出活動支援事業
　○雇用創出活動支援 372万円
　○地域資源活用商品開発等補助金 60万円

（前年比２倍）
　○生産性向上等支援補助金 200万円
◎担い手人材確保育成事業
　○人材確保支援事業 57万2千円
◎水産業振興事業
　○種苗放流事業 284万1千円
　○磯根資源再生事業 170万円
　○つくり育てる漁業推進事業 50万円

（前年比０.５倍）

定住・移住対策
◎住まいづくり応援事業
　○住まいづくり応援事業 1000万円
◎若者世代生活応援事業
　○ 定住促進住宅事業 965万5千円

（前年比2.2倍）

少子化対策
◎子育て世帯負担軽減事業
　○チャイルドシート購入支援 5万円
　○育児助成金支給 120万5千円
　○赤ちゃん誕生祝金 450万円

（前年比３倍）
　○不妊治療費補助金 36万円

（前年比1.2倍）
　○入学卒業祝品支給事業 66万3千円
　○保育料全額助成 362万6千円
　○副食費全額助成 216万1千円
　○学校給食費無償化事業 1378万8千円

（前年比２.２倍）
◎ ICT教育等環境整備事業
　○教育ICT環境整備事業 3247万7千円

（前年比４.４倍）
　○外国語指導員配置事業 ６1０万1千円
　○国際交流推進事業 ４6万5千円
◎ ふるさと教育推進事業
　○コミュニティースクール推進 232万4千円
　○八峰白神ジオパーク推進協議会補助金　
 150万円

人口減少社会への対応
◎心と体の健康づくり事業
　○ ことぶき大学開催事業 133万5千円

　合併20周年を迎えることに伴い、記念式典を５月に開催
予定

八峰町誕生20周年記念関係事業 108万８千円

　対象となる人へ、交通費や宿泊費の助成を行う

治療入院する赤ちゃんの家族へ助成事業 10万円
産科医療機関が遠い妊婦への助成 19万８千円

　水沢橋の撤去が決定し、国道101号への町道萩ノ台線を広
くする。

町道萩ノ台線道路改良事業 7300万円

　倒木処理、改修など、より安全で利便性がよくなるよう
に遊歩道を改修

留山遊歩道改修工事による森林体験施設整備事業
 3505万4千円

２つの町が一緒になって　２０年 妊婦とその家族を支援

水沢橋の撤去により　迂回路を拡張 町の観光スポット　留山遊歩道を整備

予
算
の
ポ
イ
ン
ト

財
政
調
整
基
金
と
は
？

▽
年
度
間
の
財
源
調
整
な
ど
に
対

処
す
る
た
め
の
資
金
積
立
て
で

す
。
予
期
せ
ぬ
災
害
や
、
緊
急
性

の
高
い
公
共
施
設
の
整
備
な
ど
に

備
え
て
貯
め
て
い
ま
す
。

去
年
か
ら
予
算
が
減
っ
た
理
由

は
？

▽
大
き
い
理
由
と
し
て
、
４
月
か

ら
稼
働
す
る
能
代
山
本
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
（
広
域
ご
み
処
理
場
）

の
工
事
、
旧
塙
川
小
学
校
の
解
体

工
事
、
役
場
の
シ
ス
テ
ム
改
修
が

７
年
度
で
終
わ
っ
た
こ
と
で
す
。

　
一
方
で
、
町
道
萩
ノ
台
線
の
道

路
改
良
工
事
や
公
共
施
設
の
照
明

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な
ど
増
え
た
予
算
も

あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
予
算
が
増
え
る
予
定

は
？

▽
水
沢
橋
の
撤
去
が
決
定
し
た
た

め
、
工
事
に
か
か
る
費
用
が
分
か

り
次
第
、
補
正
予
算
で
対
応
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
債
（
町
が
借
り
て
い

る
お
金
）
の
返
済
に
あ
た
り
、
金

利
の
上
昇
に
と
も
な
い
、
利
払
い

費
が
非
常
に
多
く
な
る
見
込
み
で

す
。

町の予算説明を受けて、議会は何をチェックし、どう判断したか？
次のページでチェック！

至 至八森
岩 八峰町役場
館

J
R 水沢川
五

国 能
道 線
1 萩ノ台 至岩子
0
1
号

ウトウ坂下
至大槻野

至
能 水沢
代

至 至八峰中学校
能
代

JR沢目駅 至東能代

目名潟

県
道
常
盤
峰
浜

終日全面通行止め区間
（水沢橋）

　
町
は
収
支
不
足
に
よ
る
財
政
調

整
基
金
（
町
の
貯
金
）
の
取
崩
し

の
常
態
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
財
政
健
全
化
の
た
め
、
財
政
調

整
基
金
の
取
崩
し
は
昨
年
よ
り
４

千
万
円
減
の
１
億
４
千
万
円
と

し
、
町
債
（
町
が
借
り
る
お
金
）

は
合
併
後
で
一
番
少
な
い
３
億
１

４
１
０
万
円
と
し
ま
し
た
。

　　
財
政
の
健
全
化
に
取
り
組
み
つ

つ
、
人
口
減
少
を
抑
制
し
、
基
幹

産
業
で
あ
る
「
農
林
水
産
業
の
推

進
」、「
地
域
資
源
を
活
用
し
た
観

光
の
振
興
」、「
子
育
て
を
し
や
す

い
環
境
を
整
え
る
た
め
の
支
援
」

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

堀内町長

令和８年度一般会計歳出総額　61億4200万円
前年比４億6700万円（7.1％）の減
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カ
モ
ミ
ー
ル
や
キ
キ
ョ
ウ
等

の
生
産
者
の
推
移
は

　
　
生
薬
の
生
産
者
の
数
は
。

　
　
生
産
者
数
は
横
ば
い
。
作

　
　
付
面
積
の
拡
大
を
推
進
し

て
お
り
、
前
年
度
キ
キ
ョ
ウ
の

生
産
は
１
ト
ン
を
超
え
る
こ
と

が
で
き
た
。

　
　
　
　

ク
マ
の
捕
獲
の
報
償
費

　
　
１
頭
１
万
円
は
安
い
の
で

　
　
は
な
い
か
。

　
　
猟
友
会
か
ら
増
額
の
要
望

　
　
は
き
て
い
な
い
。

休
日
の
ク
マ
目
撃
情
報
は

　
　
土
日
祝
日
の
対
応
は
。

　
　
令
和
７
年
度
ま
で
は
役
場

　
　
へ
の
電
話
は
警
備
会
社
を

経
由
し
、
担
当
者
に
連
絡
が

入
っ
て
い
た
。
８
年
度
か
ら
は

専
用
の
携
帯
電
話
を
連
絡
先
と

し
て
対
応
す
る
。

留
山
入
山
者
の
費
用
負
担
は

　
　
環
境
整
備
や
維
持
管
理
の

　
　
た
め
、
入
山
者
か
ら
の
費

用
負
担
を
検
討
し
て
は
。

　
　
維
持
・
修
繕
等
の
財
源
確

　
　
保
は
重
要
で
あ
る
た
め
、

検
討
す
る
。

中
央
公
園
整
備
の
財
源
は

　
　
住
友
金
属
鉱
山
か
ら
寄
付

　
　
さ
れ
た
残
り
の
財
源
は
。

　
　
令
和
８
年
度
で
全
て
使
い

　
　
切
る
状
況
。

【
中
央
公
園（
中
浜
）】

八
森
地
区
の
発
盛
鉱
山
ダ

ム
跡
地
を
埋
め
立
て
て
平

成
20
年
に
作
ら
れ
た
。
鉱

山
の
親
会
社
で
あ
る
住
友

金
属
鉱
山（
株
）か
ら
の
寄

付
金
１
億
円
で
整
備
・
維

持
管
理
を
行
っ
て
い
た
。

消
火
栓
の
耐
用
年
数
は

　
　
消
火
栓
更
新
に
毎
年
多
額

　
　
の
費
用
が
か
か
っ
て
い
る
。

　
　
耐
用
年
数
は
約
15
年
。
消

　
　
防
署
が
巡
回
し
、
動
作
確

認
し
て
順
次
更
新
し
て
い
る
。

奨
学
金
返
還
助
成
の
実
績
は

　
　
町
の
奨
学
金
を
借
り
た
人

　
　
で
、
町
に
住
み
働
い
て
い

る
人
に
対
し
て
返
還
助
成
を
し

て
い
る
が
、
そ
の
実
績
は
。

　
　
令
和
５
年
度
10
名
、
令
和

　
　
６
年
度
９
名
。

フ
ァ
ガ
ス
と
峰
栄
館
の
統
合
は

　
　
文
化
交
流
施
設
集
約
化
検

　
　
討
委
員
会
と
は
。

　
　
社
会
教
育
委
員
な
ど
関
係

　
　
団
体
等
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
開
催
予
定
。

　
施
設
の
統
合
、
場
所
や
建
物

な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

あ
き
た
白
神
体
験
セ
ン
タ
ー

の
今
後
は

意
見　
県
か
ら
支
払
わ
れ
て
い

る
指
定
管
理
は
８
年
度
で
終
了

す
る
。

　
９
年
度
に
向
け
て
、
ハ
タ
ハ

タ
館
と
の
関
連
も
あ
る
こ
と
か

ら
検
討
委
員
会
な
ど
が
必
要
で

は
な
い
か
。

【
あ
き
た
白
神
体
験
セ
ン

タ
ー
】

平
成
19
年
に
秋
田
県
が
建

設
し
、
指
定
管
理
を
受
け

て
八
峰
町
が
運
営
管
理
を

行
っ
て
い
る
。

施
設
の
解
体
費
用
の
節
減
を

　
　
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
施
設

　
　
を
利
活
用
す
る
か
解
体
す

る
か
、
す
ぐ
に
決
め
る
こ
と
で

解
体
費
用
の
節
減
に
つ
な
が
る

と
思
う
が
対
策
は
。

　
　
施
設
が
使
わ
れ
な
く
な
っ

　
　
た
と
見
込
ま
れ
た
時
点
か

ら
、
利
活
用
の
有
無
を
検
討
す

る
よ
う
に
し
た
い
。

ゴ
ミ
袋
の
値
段
見
直
し
は

　
　
ゴ
ミ
袋
の
料
金
改
定
の
検

　
　
討
は
。

　
　
能
代
山
本
ク
リ
ー
ン
セ
ン

　
　
タ
ー
の
開
設
に
あ
わ
せ
、

情
報
収
集
を
行
っ
て
い
る
。

防
災
事
業
は
地
域
事
情
の
分

か
る
業
者
に

　
　
地
域
防
災
計
画
と
ハ
ザ
ー

　
　
ド
マ
ッ
プ
作
成
の
委
託
先

は
、
地
域
を
熟
知
し
て
い
る
業

者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
地
域
防
災
計
画
は
入
札
を

　
　
行
い
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

は
前
回
と
同
様
の
業
者
に
委
託

予
定
。

公
共
施
設
工
事
費
用
に
基
金

の
充
当
は

　
　
道
路
や
橋
の
補
修
工
事
に

　
　
基
金
（
＊
）
を
充
当
す
る

こ
と
は
可
能
か
。

　
　
公
共
施
設
の
補
修
や
解
体

　
　
に
基
金
を
充
当
し
て
い
る

市
町
村
が
あ
る
の
で
、
基
金
の

創
設
も
考
え
ら
れ
る
。

【
基
金
】

特
定
の
目
的
の
た
め
に
積

み
立
て
て
お
く
資
金
。

　
町
で
は
、
不
測
の
事
態

に
備
え
る
「
財
政
調
整
基

金
」
や
就
学
支
援
の
た
め

の「
奨
学
資
金
貸
付
基
金
」

な
ど
が
あ
る
。

自
主
財
源
確
保
の
見
込
み
は

　
　
税
金
や
交
付
金
以
外
の
収

　
　
入
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
納

税
や
債
券
運
用
が
あ
る
が
、
他

の
手
立
て
は
あ
る
か
。

　
　
風
力
発
電
の
固
定
資
産
税

　
　
が
あ
る
が
、
額
が
未
定
の

た
め
当
初
予
算
に
は
未
計
上
。

ふ
る
さ
と
納
税
も
重
要
な
自
主

財
源
だ
が
、
特
定
の
財
源
に
頼

り
す
ぎ
な
い
財
政
運
営
も
必
要
。

地
方
税
を
基
幹
的
な
財
源
と
す

る
こ
と
を
基
本
と
し
つ
つ
、
ふ

る
さ
と
納
税
な
ど
の
各
種
財
源

を
活
用
し
な
が
ら
、
安
定
的
な

財
政
運
営
に
努
め
て
い
く
。

宅
配
弁
当
料
金
を
値
上
げ

　
　
配
食
サ
ー
ビ
ス
（
お
弁
当

　
　
の
配
達
）
の
予
算
が
増
え

て
い
る
理
由
は
。

　
　
現
在
78
人
が
利
用
。
物
価

　
　
高
騰
の
影
響
に
よ
り
、
実

施
業
者
へ
の
支
払
い
を
１
０
０

円
増
の
１
０
０
０
円
に
、
利
用

者
負
担
を
50
円
増
の
２
５
０
円

と
す
る
。

（
い
ず
れ
も
１
食
あ
た
り
）

空
き
家
解
体
と
固
定
資
産
税

の
関
係
は

　
　
空
き
家
を
解
体
す
る
と
固

　
　
定
資
産
税
が
高
く
な
る
と

聞
く
。
危
険
な
空
き
家
が
増
え

る
原
因
と
な
る
の
で
は
。

　
　
更
地
に
す
る
と
住
宅
用
地

　
　
の
特
例
か
ら
外
れ
、
土
地

分
の
固
定
資
産
税
が
高
く
な
る
。

　
ま
た
、「
管
理
が
行
き
届
い

て
い
な
い
特
定
空
き
家
」
に
指

定
さ
れ
る
と
、
そ
の
時
点
で
特

例
か
ら
外
れ
固
定
資
産
税
が
高

く
な
る
。

問問

問

答問答

問

答問答問問 答答

答

答問答

問答

問答問答

予算特別委員会
　町から提出された令和８年度の予算案を、
議員で構成する予算特別委員会で４日間にわ
たり審査しました。
　町への質問のいくつかをお知らせします。

く
ら
し
・
防
災

く
ら
し
・
防
災

財
　
政
財
　
政

税
　
金
税
　
金

農
業
・
林
業
・
水
産
業

農
業
・
林
業
・
水
産
業

商
工
・
観
光

商
工
・
観
光

答 問答 問

答 問

道
路
・
河
川
・
水
道

道
路
・
河
川
・
水
道

教
育
・
生
涯
学
習

教
育
・
生
涯
学
習

医
療
・
健
康

医
療
・
健
康

人
件
費
や
物
価
高
騰
等
に
よ
り
、
解
体

費
用
も
年
々
増
加
し
て
い
る
。

予算特別委員会全体会

八峰町ふるさと納税の推移

寄付金額（単位：万円）　　　件数

H27

1,241

2,288

3,372

2,599
1,654

2,599

6,722
7,302

8,343
9,065

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

10,000

9,000

8,000

7,000

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0
934934 1,3101,310 1,5161,516 1,2141,214

673673
1,4061,406

3,2943,294 3,0383,038
3,4123,412 3,6733,673
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トダ

定例会定例会３月

スイジェ

令和８年度一般会計予算案について
議員の賛成・反対が同数　

　町から提出された予算案に対して、議員から修正動議（＊１）が提出されました。
　賛成・反対の立場からさまざまな討論が行われ、議員の採決は賛成５人、反対５人の同数となりまし
た。町が提出した原案についても可否同数となり、議長裁決（＊２）により原案可決となりました。

ハタハタ館管理運営費に議員から減額の修正動議提出
《提出者》
笠原吉範議員、腰山良悦議員、見上政子議員、須藤正人議員、山本優人議員
《修正内容》
●経営改善計画など具体的なプランが示されていない中で増額を認めること
は、町に甘え営業努力を怠り、更なる資金不足を起こす危険性につながる。
●ハタハタ館運営業務委託料1,500万円（前年度からの増額分）を減額するも
の。

可否同数のため
議長裁決により
原案可決

用
語
の
説
明

議員の賛成・反対意見は
８ページで紹介

議
会
は
予
算
を

　
　
　
ど
う
み
た
か

８
年
度
予
算
案
を
議
員
が

町
民
の
代
表
と
し
て
チ
ェ
ッ
ク
‼

予算が決まるまで

行政（町）

予算案の提出

審査～可決

①事業検討、予算要求
②財政課・町長による
　予算査定

議員による予算の内容
のチェック

行政
サービス

議会

予算成立 町民の
皆さん

　提出された予算案を予算特別委員会で審査し、最終
的にすべて可決となりました。その上で、２つの付帯
意見を３月議会定例会後に町長へ提出しました。

新年度予算へ議会から２つの意見
１．ジオパーク推進事業の今後について
　ふるさと学習など教育面での成果は認められる
が、日本ジオパークの認定後の波及効果を見極め、
世界自然遺産白神山地との一体性を図りながら、教
育のブランド化を主体とした将来的なビジョンを策
定すべきではないか。

２．あきた白神体験センターの運営について
　利用者増につなげるため、積極的な営業活動は評
価するものの、年々児童・生徒の減少が続くことが
明らかである。施設の運営にあたっても多額の町費
負担となっている中で指定期間の最終年度を迎え、
県に対して応分の負担を求めるなど、今後の運営に
関する協議を早急に進める必要がある。

　可決された８年度予算は、町民の皆さまへの福祉・教育・産業・道路・水道
など様々な行政サービスで使われます。また、予算の過不足が発生した場合は、
「補正予算」が議会に提出されます。
　議会では、適切に予算が使われているか。補正予算が提出された場合はその
予算が本当に必要かを今後も町民の皆さんの代表としてチェックします。

議会
メモ

議
員
の
仕
事
は
ま
だ

ま
だ
終
わ
ら
な
い
！

　
３
月
定
例
会
（
２
月
27
日
〜
３

月
13
日
）
で
は
、
新
年
度
予
算
や

条
例
改
正
な
ど
30
議
案
を
審
議
し
、

す
べ
て
可
決
し
ま
し
た
。

新
年
度
予
算

ハ
タ
ハ
タ
館
の
運
営
費
に
修
正
案
提
出

八
峰
町
初
の
賛
否
同
数

　
　
　
　
議
長
裁
決
で
町
の
原
案
可
決

議
案
の
内
容

　
町
か
ら
提
出
の
あ
っ
た
令
和
８
年
度
一
般
会
計
予
算

案
に
お
い
て
、
ハ
タ
ハ
タ
館
運
営
費
が
３
５
０
０
万
か

ら
５
０
０
０
万
に
増
額
と
な
っ
た
こ
と
に
疑
問
を
持
っ

た
議
員
５
名
が
修
正
案
を
提
出
。

　
議
長
を
除
く
議
員
採
決
の
結
果
、
５
対
５
で
賛
否
同

数
と
な
り
、
議
長
が
議
員
提
出
の
修
正
案
を
否
決
し
た

こ
と
で
、
町
提
出
の
予
算
原
案
が
可
決
と
な
っ
た
。

予
算
修
正
案
の
内
容

　
ハ
タ
ハ
タ
館
運
営
業
務
委
託
料
と
し
て
、
前
年
度
か

ら
増
額
さ
れ
た
１
５
０
０
万
円
を
削
減
す
る
も
の
。

　
昨
年
同
様
の
予
算
で
経
営
改
善
に
努
め
た
う
え
で
、

不
足
し
た
場
合
に
補
正
予
算
で
対
応
す
べ
き
。

予
算
修
正
案
に
対
す
る
反
対
討
論

伊
藤　
人
件
費
や
光
熱
費
が
高
騰
す
る
中
で
サ
ー
ビ
ス

を
維
持
す
る
た
め
、
必
要
な
増
額
。
補
正
あ
り
き
で

は
な
く
、
必
要
な
経
費
は
当
初
か
ら
計
上
す
る
べ
き
。

奈
良　
人
口
減
少
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
流
行
は
経

営
不
振
の
理
由
に
な
ら
な
い
と
い
う
の
は
酷
で
あ
る
。

　
　
ハ
タ
ハ
タ
館
は
町
内
唯
一
の
温
泉
施
設
で
あ
り
、

こ
の
夏
に
は
資
金
シ
ョ
ー
ト
が
予
見
さ
れ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
管
理
料
の
増
額
を
当
初
予
算
に
計
上

し
な
い
の
は
無
責
任
。

門
脇　
ハ
タ
ハ
タ
館
は
観
光
の
柱
で
あ
り
、
存
続
は
全

員
の
総
意
。
事
業
計
画
を
立
て
る
際
、
補
正
あ
り
き

の
当
初
予
算
で
は
う
ま
く
い
か
な
い
。
４
月
に
議
員

選
挙
が
あ
り
、
新
し
い
構
成
と
な
っ
た
議
会
に
お
い

て
、
不
足
に
よ
る
補
正
が
可
決
さ
れ
る
保
証
は
な
い

た
め
、
修
正
案
に
反
対
。

予
算
修
正
案
に
対
す
る
賛
成
討
論

見
上　
ハ
タ
ハ
タ
館
は
観
光
中
心
の
運
営
が
進
み
、
町

民
の
足
が
遠
の
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
今
後
の

改
善
策
が
無
い
ま
ま
赤
字
補
填
を
し
て
も
切
り
が
無

い
。
高
齢
者
の
た
め
に
交
通
の
便
を
充
実
さ
せ
、
町

民
に
愛
さ
れ
る
施
設
に
す
る
べ
き
。

笠
原　
経
営
改
善
計
画
な
ど
、
具
体
的
な
指
針
が
示
さ

れ
て
い
な
い
。
困
っ
た
ら
町
が
助
け
て
く
れ
る
と
い

う
考
え
は
営
業
努
力
を
怠
り
、
更
な
る
資
金
不
足
を

起
こ
す
危
険
性
が
あ
る
。
安
易
な
予
算
の
増
額
は
納

得
で
き
な
い
。

（
賛
成
・
反
対
同
数
の
た
め
、
議
長
裁
決
で
修
正
案
否
決
）

改選を控えた最後の定例会には、多くの傍聴者が訪れました。

補正予算 新年度予算

人　事 その他

条　例 工　事

５件

陳　情

２件 ８件

８件 ４件

２件 ３件

議長裁決（＊２）
議会の採決を行い、賛成・反対の議員の数
が同数となった場合、議長がその議案の可
決・否決を決めること。

修正動議（＊１）
議員は必要に応じて議案を修正することが
できます。議案の修正を行う場合、修正案
を添えた「修正動議」を提出します。

さいけつ

さ
い
け
つ

賛否が分かれた採決　５対５

菊
地
委
員
長
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議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

補
正
予
算

記
録
的
な
大
雪
で

　
　
　
　
除
排
雪
費
用
の
予
算
を
増
額

（
全
員
賛
成
で
承
認
）

一
般
議
案

町
営
住
宅
６
戸
を
地
域
活
性
化
住
宅
へ

議
案
の
内
容

○
か
も
め
団
地
４
戸
、
松
波
団
地
２
戸
の
計
６
戸
が
木

造
住
宅
の
耐
用
年
数
で
あ
る
30
年
を
経
過
す
る
た
め
、

町
営
住
宅
か
ら
地
域
活
性
化
住
宅
へ
移
行
さ
せ
る
。

　
　
令
和
８
年
度
以
降
、
町
営
住
宅
を
地
域
活
性
化
住

宅
へ
毎
年
移
行
し
、
令
和
16
年
末
に
は
93
戸
全
て
地

域
活
性
化
住
宅
と
な
る
予
定
。

議
会
か
ら
町
へ（
質
疑
）

質
問　
住
宅
の
不
具
合
の
相
談
や
修
繕
の
対
応
は
ど
う

な
る
の
か
。
子
育
て
世
帯
の
定
住
の
た
め
に
も
町
営

住
宅
は
必
要
で
は
。

答
弁　
ど
ち
ら
も
町
が
管
理
す
る
住
宅
に
代
わ
り
は
無

い
。
む
し
ろ
地
域
活
性
化
住
宅
に
移
行
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
入
居
時
の
家
賃
や
収
入
条
件
も
緩
和
さ
れ

る
。

反
対
討
論

見
上　
低
所
得
者
や
住
宅
に
困
窮
し
て
る
人
た
ち
が
速

や
か
に
入
居
で
き
る
町
営
住
宅
は
必
要
。

賛
成
討
論

須
藤　
地
域
活
性
化
住
宅
と
な
る
こ
と
で
、
公
営
住
宅

法
に
縛
ら
れ
ず
町
が
管
理
し
や
す
く
な
る
。

（
賛
成
多
数
で
採
択
）

ポ
ン
ポ
コ
山
公
園
バ
ン
ガ
ロ
ー
料
金
改
定

議
案
の
内
容

宿
泊
（
１
棟
１
泊
）
１
万
３
０
０
０
円
↓
１
万
７
０

０
０
円

休
憩
利
用
（
１
棟
１
時
間
）
１
３
０
０
円
↓
１
７
０

０
円

　
バ
ン
ガ
ロ
ー
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、
快
適
性
や
安

全
性
な
ど
大
き
く
付
加
価
値
が
向
上
し
た
こ
と
か
ら
、

利
用
料
金
の
適
正
化
と
持
続
可
能
な
施
設
運
営
を
目
的

に
利
用
料
を
見
直
す
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

ハ
タ
ハ
タ
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
再
開

議
案
の
内
容

○
ハ
タ
ハ
タ
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
再
開
に
あ

た
り
、
使
用
料
の
上
限
額
を
設
定
。

　
一
般
は
１
人
６
０
０
円
、
小
学
生
は
１
人
３
０
０
円

令和７年度　一般会計補正予算
（主な補正の内容）

・除雪費の追加（専決処分） 6717万6千円
・公営住宅の電気温水器修繕費 171万9千円
・文化ホール雨漏り、照明修繕 156万8千円
・財政調整基金に積立 9333万3千円
・減債基金積立金に積立 5204万8千円

を
超
え
な
い
料
金
設
定
と
す
る
。

議
会
か
ら
町
へ
（
質
疑
）

質
問　
入
浴
を
し
た
場
合
も
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の

利
用
料
金
は
変
わ
ら
な
い
の
か
。

答
弁　
ま
だ
料
金
設
定
は
し
て
い
な
い
が
、
以
前
は
入

浴
料
金
５
０
０
円
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
も
利
用

す
る
場
合
は
５
５
０
円
だ
っ
た
。
以
前
よ
り
高
額
と

な
ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

※３月定例会時点では利用料金が未定
　でしたが、下記の通りとなりました。

利用料金

利用時間

その他

一般：100円
（中学生以上）
小学生以下：50円

２時間

当日入浴者および
宿泊者は無料

「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」

　
　
　
　
町
内
子
ど
も
園
で
も
実
施

議
案
の
内
容

○
就
労
要
件
等
を
問
わ
ず
月
一
定
時
間
、
保
育
施
設
を

利
用
で
き
る
「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
が
令
和

８
年
４
月
１
日
よ
り
始
ま
る
た
め
関
係
条
例
を
制
定
。

議
会
か
ら
町
へ
（
質
疑
）

質
問　
観
光
で
町
を
訪
れ
た
人
が
、
登
山
の
間
の
数
時

間
だ
け
児
童
を
預
か
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
も
想

定
さ
れ
る
。
ど
う
い
っ
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し

て
い
る
か
。

答
弁　
町
民
を
前
提
と
し
て
お
り
、
観
光
客
な
ど
の
例

は
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
。
利
用
す
る
に
は
居
住
地

の
役
所
へ
の
申
請
が
必
要
と
な
る
た
め
、
唐
突
に
子

ど
も
園
に
児
童
を
預
け
る
と
い
う
こ
と
は
無
い
も
の

と
考
え
る
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　人
　
事

教
育
委
員
会
委
員

○
奈
良　
麻
子
さ
ん　
椿（
新
任
）

沢
目
財
産
区
管
理
委
員

○
柴
田　
正
高
さ
ん　
目
名
潟（
再
任
）

（
全
員
賛
成
で
同
意
）

　陳
　
情

○「「
最
低
賃
金
」の
改
正
と
中
小
企
業・小
規
模
事
業
所

支
援
の
拡
充
を
国
に
求
め
る
意
見
書
」の
採
択
を
求

め
る
陳
情（
提
出
：
秋
田
県
労
働
組
合
総
連
合
、秋
田

県
春
闘
共
闘
懇
談
会
）

反
対
討
論

山
本　
最
低
賃
金
が
１
５
０
０
円
に
な
る
と
、
町
内
企

業
の
経
済
力
で
は
対
応
で
き
な
い
。
社
員
１
人
当
た

り
の
コ
ス
ト
が
増
え
る
こ
と
で
リ
ス
ト
ラ
を
招
く
こ

と
に
も
な
る
。

賛
成
討
論

見
上　
こ
の
陳
情
は
中
小
企
業
や
小
規
模
事
業
者
の
支

援
を
国
に
求
め
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
賃
金
格
差

が
あ
る
と
秋
田
県
に
残
る
若
者
は
少
な
く
な
る
。
地

域
活
性
化
の
た
め
に
も
賛
成
。

（
賛
成
少
数
で
不
採
択
）

○
最
高
裁
判
決
に
基
づ
き
す
べ
て
の
生
活
保
護
利
用
者

に
対
す
る
速
や
か
な
被
害
回
復
措
置
を
求
め
る
国
へ

の
意
見
書
提
出
の
陳
情
（
提
出
：
秋
田
県
社
会
保
障

推
進
協
議
会
）

賛
成
討
論

見
上　
最
高
裁
判
決
で
保
護
費
引
き
下
げ
は
違
法
で
あ

る
と
決
定
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
被
害
回
復
の
支

給
は
行
わ
れ
ず
、
全
国
で
裁
判
が
行
わ
れ
て
い
る
。

速
や
か
に
支
給
す
べ
き
。

（
賛
成
少
数
で
不
採
択
）

議
　
決
　
結
　
果

皆
　
川
　
鉄
　
也

山
　
本
　
優
　
人

門
　
脇
　
直
　
樹

須
　
藤
　
正
　
人

見
　
上
　
政
　
子

腰
　
山
　
良
　
悦

菊
　
地
　
　
　
薫

水
　
木
　
壽
　
保

芦
　
崎
　
達
　
美

奈
　
良
　
聡
　
子

伊
　
藤
　
一
　
八

笠
　
原
　
吉
　
範

賛否が分かれた議案・陳情の結果
○：賛成　●：反対

令和８年度八峰町一般会計
予算(修正案)

令和８年度八峰町一般会計
予算(原案)

八峰町営住宅設置条例等の
一部を改正する条例制定に
ついて

令和８年度八峰町国民健康
保険事業勘定特別会計予算

令和８年度八峰町介護保険
事業勘定特別会計予算

令和８年度八峰町後期高齢
者医療特別会計予算

「「最低賃金」の改正と中小
企業・小規模事業所支援の
拡充を国に求める意見書」
の採択を求める陳情書

最高裁判決に基づきすべて
の生活保護利用者に対する
速やかな被害回復措置を求
める国への意見書提出の陳
情書

 ○ ● ● ● 欠 ● ○ ○ ○ ● ○ ●

 ● ○ ○ ○ 欠 ○ ● ● ● ○ ● ○

 
 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ● ○ ○ ○

 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ● ○ ○ ○

 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ● ○ ○ ○

 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ● ○ ○ ○

 ● ● ○ ○ 欠 ● ○ ○ ● ● ●

 ● ● ○ ○ 欠 ● ○ ○ ● ● ●

否
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

不
採
択

不
採
択

道路脇に積み上がった雪

ハタハタ館トレーニングルーム
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問
一 般
質 問ここが聞

きたい

町政を質す！！
ただ

町政を質す！！
ただ

一般質問とは？ 　町のさまざまな課題について、議員が住民の声や自身の考えを
元に、提案も含めて町の方針を問うものです。

２
月
９
日
教

育
産
業
建
設

常
任
委
員
会
を
開
催
し
、

担
当
課
か
ら
指
定
管
理
料

の
増
額
の
説
明
を
受
け
た

が
、「
当
初
予
算
で
の
３
，

５
０
０
万
円
か
ら
５
，０

０
０
万
円
へ
の
増
額
は
認

め
ら
れ
な
い
。
」
と
の
結

論
に
達
し
た
。

　
し
か
し
、
２
月
20
日
の

議
会
全
員
協
議
会
に
お
い

て
、
何
の
改
善
策
も
示
さ

ぬ
ま
ま
増
額
あ
り
き
の
説

明
を
繰
り
返
す
ば
か
り
で
、

委
員
会
軽
視
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
。

令
和
８
年
１

月
末
時
点
で

の
累
積
赤
字
は
１
億
３
，

０
０
０
万
円
を
超
え
る
な笠原　吉範　議員

笠
原 ハ

タ
ハ
タ
館

　
　
公
募
不
発
の
場
合
は

町
長
　
ハ
タ
ハ
タ
の
里

　
　
　
観
光
事
業（
株
）に
期
待

「
指
定
管
理

者
の
公
募
」

に
つ
い
て
は
、
築
32
年
と

老
朽
化
が
進
み
、
現
在
の

経
営
状
況
で
は
手
を
挙
げ

る
企
業
を
見
つ
け
る
こ
と

は
、
か
な
り
厳
し
い
と
考

え
る
。
同
業
の
大
手
企
業

な
ど
に
直
接
出
向
く
な
ど

の
、
営
業
努
力
が
必
要
だ
。

　
新
た
な
指
定
管
理
者
を

ど
の
様
に
公
募
し
て
い
く

の
か
。
ま
た
、
公
募
し
て

も
手
を
挙
げ
る
企
業
が
な

か
っ
た
場
合
、
令
和
９
年

度
の
ハ
タ
ハ
タ
館
を
ど
う

す
る
つ
も
り
な
の
か
。

令
和
９
年
度

の
事
業
者
選

定
に
つ
い
て
は
、
同
業
種

に
関
し
て
深
い
知
見
を
持

ど
、
依
然
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
る
。

　
７
年
度
を
「
勝
負
の
１

年
」
と
位
置
付
け
て
、
再

建
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、

数
値
目
標
を
ク
リ
ア
す
る

に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　

町
で
は
、
今
回
５
，０

０
０
万
円
の
指
定
管
理
料

を
計
上
し
た
が
、
町
の
財

政
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
適

切
に
積
算
し
た
。

　

ハ
タ
ハ
タ
館
は
公
共

性
・
公
益
性
の
高
い
施
設
。

観
光
振
興
と
、
住
民
の
健

康
・
福
祉
の
増
進
が
両
立

さ
れ
る
よ
う
、
存
続
に
向

け
た
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
く
。

かさはら よしのり

一 般 質 問

八峰町の観光の拠点となっているハタハタ館

今年3月から再開されたトレーニングルーム

町
長

町
長

笠
原

つ
民
間
の
事
業
者
の
参
入

を
促
す
た
め
、
公
募
に
よ

り
事
業
者
を
決
定
し
た
い
。

　
既
に
ア
ポ
イ
ン
ト
を
取

っ
た
複
数
の
事
業
者
か
ら

は
、
部
屋
数
の
少
な
さ
等

を
理
由
に
対
応
で
き
な
い

と
連
絡
が
あ
り
、
公
募
に

よ
る
民
間
事
業
者
の
参
入

は
相
当
に
ハ
ー
ド
ル
が
高

い
も
の
と
覚
悟
し
て
い
る
。

企
業
懇
談
会
や
企
業
訪
問

な
ど
、
様
々
な
機
会
を
通

じ
て
交
渉
し
て
い
く
。
会

社
の
判
断
に
な
る
が
、

「
ハ
タ
ハ
タ
の
里
観
光
事

業
株
式
会
社
」
も
手
を
挙

げ
る
の
で
は
な
い
か
と
期

待
し
て
い
る
。

５５人の議員が一般質問
　３月定例会では５名の議員が町政について質問しました。

ｐ11　笠原　吉範　議員

ｐ13　腰山　良悦　議員
１　農林漁業・観光振興について

２　空き家対策について

３　高齢者対策について

ｐ14　山本　優人　議員
１　移住者の住宅支援について

２　テレビ回覧板の導入について

ｐ15　見上　政子　議員
１　税減免の家族金融機関調査は廃止を

２　高齢者の難聴対策

３　主要道路の除雪の雪山対策は

ｐ12　須藤　正人　議員
１　御所の台エリア再構築事業について１　ハタハタ館の「指定管理料の増額」

　と「指定管理者の公募」について

一般会計原案起立採決、賛成５
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今
後
、
農
林

漁
業
を
取
り

巻
く
環
境
は
、
物
価
高
騰
、

高
齢
化
、
後
継
者
問
題
な

ど
に
よ
り
厳
し
い
状
況
に

な
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ

る
。
生
産
性
の
向
上
を
図

り
、
安
定
し
た
収
入
に
よ

り
若
者
が
定
着
で
き
る
よ

う
な
環
境
づ
く
り
が
必
要
。

こ
れ
ま
で
の
支
援
策
に
今

後
新
た
に
ど
の
よ
う
な
支

援
で
振
興
を
図
る
考
え
が

あ
る
の
か
。

農
林
水
産
業

は
町
の
基
幹

産
業
で
あ
り
、
農
機
具
・

漁
具
の
購
入
費
な
ど
多
く

の
支
援
を
行
っ
て
き
た
。

ま
た
、
国
や
県
と
連
携
し

た
ス
マ
ー
ト
農
業
に
対
応

し
た
機
械
の
導
入
支
援
や
、

ほ
場
の
区
画
拡
大
を
目
的腰山　良悦　議員

腰
山 農

林
水
産
業
の
振
興
策
は

町
長
　
新
た
な
返
礼
品
等
の

　
　
　
　
　
　
　
開
発
に
着
手

空
き
家
対
策
、
現
状
は

町
長
　
空
家
等
対
策
計
画
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
策
定

税
返
礼
品
等
の
開
発
に
着

手
し
、
町
の
農
林
水
産
業

の
振
興
に
取
り
組
む
。

と
し
た
事
業
を
推
進
し
て

い
る
。
今
後
は
新
た
な
町

ブ
ラ
ン
ド
の
ふ
る
さ
と
納

こしやま りょうえつ

御
所
の
台
エ

リ
ア
再
構
築

構
想
の
概
算
を
含
め
た
説

明
で
は
、
ハ
タ
ハ
タ
館
、

既
存
施
設
改
修
、
委
託
料
、

道
の
駅
新
設
な
ど
計
５
億

円
か
か
る
と
い
う
。

　
令
和
７
、
８
年
度
を
か

け
て
こ
の
プ
ラ
ン
を
自
前

で
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
、
８
年
度
の
施

政
方
針
の
中
で
町
長
は
こ

の
こ
と
に
一
切
触
れ
ず
、

関
係
予
算
も
入
っ
て
い
な

い
。
ハ
タ
ハ
タ
館
は
経
営

危
機
に
直
面
し
て
お
り
、

到
底
こ
の
構
想
の
核
と
は

な
れ
な
い
状
態
が
続
い
て

い
る
。
一
旦
立
ち
止
ま
り
、

社
会
情
勢
や
町
の
財
政
等

が
良
く
な
っ
た
ら
再
度
プ

ラ
ン
を
立
て
る
べ
き
。 須藤　正人　議員

須
藤 御

所
の
台
再
構
築

　
一
旦
立
ち
止
ま
る
べ
き

町
長
　
町
で
で
き
る
こ
と
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
進
め
て
い
る

現
在
は
町
単
独
で
も
実
施

で
き
る
も
の
か
ら
、
順
次

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
直
営
版
・
未
来
ビ
ジ
ョ

ン
で
掲
げ
た
、
６
項
目
の

優
先
事
項
の
う
ち
４
項
目

に
つ
い
て
は
今
年
度
か
ら

事
業
に
着
手
し
て
お
り
、

新
年
度
に
も
関
係
予
算
の

本
構
想
の
策

定
当
初
は
、

舵
取
り
役
と
な
る
民
間
事

業
者
の
参
入
を
促
し
、
そ

の
事
業
者
よ
り
エ
リ
ア
全

体
の
詳
細
プ
ラ
ン
が
作
成

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
た
が
、
令
和
６
年
以
降
、

事
業
者
か
ら
合
意
に
至
る

よ
う
な
提
案
が
な
か
っ
た
。

す とう とまさ

一 般 質 問

令和５年に示された御所の台エリア再構築イメージ図

地域おこし協力隊報告会と同時に行われた干し芋の試食会

現
在
の
空
き

家
の
数
は
。

空
き
家
が
増
加
し
て
き
て

い
る
現
状
へ
の
対
策
は
。

令
和
７
年
３

月
末
時
点
で

４
３
２
棟
、
こ
の
う
ち
管

理
不
全
に
よ
り
危
険
な
状

態
に
あ
る
の
は
63
棟
と
把

握
し
て
い
る
。
町
で
は

「
空
家
等
対
策
計
画
」
を

策
定
し
、
発
生
抑
制
や
適

正
な
管
理
、
利
活
用
の
他
、

老
朽
化
し
た
空
き
家
等
の

自
主
的
な
除
去
や
管
理
不

全
の
空
き
家
対
策
な
ど
の

５
つ
を
基
本
方
針
と
定
め
、

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

計
画
の
最
終
年
度
が
令
和

７
年
度
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
現
在
、
改
め
て

町
内
全
域
の
空
き
家
の
実

態
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

持
ち
主
が
ど

こ
に
い
る
か

も
分
か
ら
な
い
危
険
な
空

き
家
も
あ
る
。
住
民
か
ら

の
要
望
や
、
町
と
し
て
危

険
と
判
断
し
た
場
合
、
全

面
的
に
直
す
ま
で
は
い
か

な
く
と
も
、
危
険
回
避
の

た
め
に
補
修
を
行
う
な
ど

す
れ
ば
空
き
家
問
題
を
解

消
す
る
一
つ
の
手
だ
て
だ

と
思
う
が
。

個
人
の
資
産
に
対
し
て
改

修
・
修
繕
等
を
す
る
予
算

は
持
っ
て
い
な
い
。
一
方

で
微
細
な
故
障
、
窓
が
割

れ
た
り
一
部
が
倒
れ
て
き

た
場
合
は
町
職
員
で
対
応

で
き
る
範
囲
で
補
修
等
は

行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
ト
タ
ン
等
が
飛

散
し
て
危
険
な
場
合
、
寄

せ
た
り
網
を
か
け
て
補
修

す
る
な
ど
の
安
全
確
保
の

予
算
は
持
っ
て
い
る
。

町
で
は
空
き
家
を
所
有

者
か
ら
10
年
間
借
り
リ

ノ
ベ
ー
ジ
ョ
ン
し
た
あ

と
に
貸
し
出
す
空
き
家

活
用
住
宅
の
ほ
か
、
空

き
家
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
上
で
掲
載
し
て
い

る
。

こ
の
他
、
高
齢
者
対
策
に

つ
い
て
も
質
問
し
ま
し
た
。

腰
山

町
長

町
長

腰
山

整
備
に
つ
い
て
も
、
現
在
、

国
事
業
の
申
請
を
予
定
し

て
お
り
、
詳
細
は
採
択
後

に
改
め
て
事
業
提
案
し
た

い
。
　
道
の
駅
は
ち
も
り
の
移

転
費
用
は
、
令
和
５
年
６

月
時
点
で
約
５
億
円
と
試

算
さ
れ
て
お
り
、
資
金
調

達
に
一
定
の
目
処
が
つ
い

て
か
ら
進
め
る
べ
き
と
考

え
て
い
る
。

大
き
な
プ
ラ

ン
は
作
る
必

要
が
な
い
の
で
は
な
い
か
。

令
和
５
年
に

作
成
さ
れ
た

プ
ラ
ン
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を

全
て
実
現
す
る
と
な
る
と
、

民
間
事
業
者
の
資
金
力
が

不
可
欠
。
ま
ず
は
町
で
で

き
る
と
こ
ろ
を
少
し
ず
つ

進
め
な
が
ら
、
新
た
に
民

間
事
業
者
の
協
力
が
得
ら

れ
れ
ば
、
改
め
て
ゾ
ー
ニ

ン
グ
が
実
現
で
き
る
よ
う

な
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
た
い
。

一
部
を
計
上
し
て
い
る
。

　
今
後
は
民
間
事
業
者
の

確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、

総
務
省
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

事
業
等
を
活
用
し
、
観
光

地
の
再
開
発
等
に
精
通
し

た
専
門
家
の
招
へ
い
等
に

つ
い
て
も
検
討
を
進
め
て

い
く
。

　
ア
ウ
ト
ド
ア
エ
リ
ア
の

町
長

須
藤

町
長

防
災
町
民
課
長
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経
済
的
に
行

き
詰
ま
り
、

生
活
保
護
を
申
請
す
る
ま

で
も
な
く
、
税
金
が
払
え

な
い
世
帯
へ
の
減
免
規
則

が
あ
る
。

　
規
則
で
は
対
象
者
の
担

税
力
の
有
無
を
、
「
納
税

義
務
者
と
生
活
を
一
に
す

る
親
族
の
全
て
の
収
入
」

を
目
安
と
し
て
い
る
。
所

得
の
無
い
人
ま
で
金
融
機

関
調
べ
を
す
る
、
行
き
過

ぎ
た
や
り
方
を
や
め
る
べ

き
。

世
帯
全
員
の

預
貯
金
を
確

認
す
る
た
め
、
同
意
を
も

ら
っ
た
方
の
預
貯
金
照
会

を
行
っ
て
い
る
。
検
討
材

料
と
し
て
合
理
性
が
あ
り
、

規
則
の
見
直
し
は
考
え
な

い
。

見上　政子　議員

見
上 減

免
世
帯
の

　
預
貯
金
調
査
の
廃
止
を

町
長
　
見
直
し
は
し
な
い

高
齢
者
の
難
聴
に
支
援
を

町
長
　
補
聴
器
の
補
助
を
検
討

み かみ まさ こ

若
い
人
た
ち

の
住
宅
費
負

担
が
増
え
、
収
入
が
そ
れ

ほ
ど
高
く
な
い
若
者
世
代

に
と
っ
て
住
宅
の
新
築
や

購
入
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、

賃
貸
住
宅
を
借
り
る
場
合

で
あ
っ
て
も
ニ
ー
ズ
に
合

う
物
件
も
多
く
な
い
現
状

で
あ
る
。

　
現
在
、
町
営
住
宅
は
一

部
空
き
家
と
な
っ
て
お
り
、

空
き
家
は
放
置
す
れ
ば
老

朽
化
が
進
む
一
方
、
適
切

に
管
理
で
き
れ
ば
地
域
資

源
で
あ
り
、
移
住
の
受
け

皿
と
し
て
重
要
な
役
割
を

果
た
す
も
の
で
も
あ
る
。

　
ど
ん
な
家
で
も
人
が
住

ま
な
け
れ
ば
傷
み
が
早
ま

り
、
ま
す
ま
す
人
が
入
ら

な
い
悪
循
環
と
な
る
。
ま 山本　優人　議員

山
本 町

営
住
宅
の
低
家
賃
・

　
　
　
　
　
　
固
定
化
を

町
長
　
家
賃
の
上
限
・

　
　
　
住
宅
譲
渡
を
検
討
す
る

た
、
空
き
家
を
維
持
す
る

経
費
を
考
え
て
も
、
移
住

者
を
増
や
す
こ
と
が
地
域

活
性
化
に
繋
が
る
と
の
認

識
が
あ
れ
ば
、
低
額
な
家

賃
、
固
定
額
化
が
有
効
と

考
え
る
。
収
入
条
件
を
見

直
す
な
ど
柔
軟
な
対
応
を

す
る
こ
と
で
入
居
者
を
増

や
し
、
退
去
し
な
い
工
夫

を
す
べ
き
だ
。住

宅
家
賃
の

金
額
に
つ
い

て
は
、
町
営
住
宅
及
び
地

域
活
性
化
住
宅
は
、
公
営

住
宅
法
に
基
づ
き
設
定
し

て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ

の
う
ち
地
域
活
性
化
住
宅

に
つ
い
て
は
、
上
限
を
設

け
た
い
。
ま
た
、
30
年
経

過
し
た
地
域
活
性
化
住
宅

に
つ
い
て
は
、
長
い
期
間

そ
こ
に
住
ん
で
い
る
人
で

あ
れ
ば
、
土
地
の
分
筆
等

の
課
題
は
あ
る
が
、
無
償

で
譲
渡
す
る
よ
う
な
取
り

組
み
も
今
後
必
要
に
な
る

な
ど
、
今
後
も
移
住
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め

る
。
　

やまも と ゆう と

一 般 質 問

同上箇所の
雪のない時

石川地区の道路脇に
寄せられた雪

敷地内の雪を道路に
出すのは法律（道路
交通法第76条）で禁
止されています。

かもめ団地（岩館）R８からすべて地域活性化住宅へ

難
聴
の
早
期

発
見
・
治
療

は
、
認
知
症
の
予
防
に
な

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
補
聴
器
は
高
額
で

あ
る
上
、
調
整
の
た
め
何

度
も
病
院
に
通
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
高
齢
者
が
集
ま
る
機
会

の
多
い
介
護
予
防
教
室
で

主
要
道
路
の
雪
山
は
危
険

町
長
　
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
状
況
確
認

今
冬
、
除
雪

に
よ
る
雪
山

が
高
く
積
ま
れ
て
い
る
光

景
を
目
に
し
た
。
八
森
地

域
の
国
道
沿
い
に
あ
る
信

号
付
近
や
、
児
童
生
徒
の

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
乗
降
場

所
は
非
常
に
危
険
だ
っ
た
。

排
雪
が
進
ま
な
い
原
因
は
。

２
月
末
時
点

で
の
累
加
降

雪
量
が
４
０
２
㎝
を
超
え

た
。

　
排
雪
作
業
は
、
職
員
の

パ
ト
ロ
ー
ル
の
他
、
委
託

業
者
へ
の
聞
き
取
り
や
自

治
会
か
ら
の
要
望
を
受
け

実
施
日
時
を
調
整
し
て
い

た
。
し
か
し
、
１
月
26
日

以
降
の
降
雪
に
よ
り
、
除

雪
作
業
に
時
間
を
要
し
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
乗
降
場

所
や
交
差
点
付
近
の
雪
山

の
排
雪
は
１
月
31
日
か
ら

の
着
手
と
な
っ
た
。

　
今
後
は
県
や
委
託
業
者
、

関
係
者
と
適
切
に
対
応
で

見
上

見
上

町
長

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が

整
っ
て
い
な
い
家
庭
や
パ

ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
の
操
作
が
苦
手
な

方
で
も
、
テ
レ
ビ
が
あ
れ

ば
簡
単
な
操
作
で
町
が
発

自
宅
の
テ
レ

ビ
で
町
の
広

報
や
お
知
ら
せ
、
行
事
予

定
を
テ
レ
ビ
回
覧
板
と
い

う
方
法
を
利
用
す
る
こ
と

で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

山
本 テ

レ
ビ
回
覧
板
導
入
の

　
　
　
　
　
　
　
考
え
は

町
長
　
情
報
提
供
に

　
　
　
有
効
と
し
て
検
討
す
る

町
長

難
聴
検
査
を
行
い
、
早
期

発
見
・
早
期
治
療
に
つ
な

げ
ら
れ
な
い
か
。
健
康
寿

命
を
延
ば
す
た
め
の
対
策

は
。

難
聴
に
よ
る

認
知
症
等
の

様
々
な
リ
ス
ク
が
あ
る
こ

と
は
認
識
し
て
い
る
。
県

内
の
市
町
村
の
助
成
状
況

な
ど
を
踏
ま
え
、
令
和
９

年
度
に
は
予
算
計
上
で
き

る
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

後
期
高
齢
者
向
け
の
フ
レ

イ
ル
予
防
事
業
が
好
評
で

あ
る
。
令
和
８
年
度
は
予

算
を
増
額
し
、
内
容
の
充

実
を
図
る
。

信
す
る
様
々
な
情
報
を
入

手
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

導
入
の
考
え
は
。

地
デ
ジ
対
応

の
テ
レ
ビ
を

お
持
ち
の
家
庭
で
あ
れ
ば

新
た
に
利
用
申
込
み
の
手

続
き
が
不
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
情
報
提
供
に
有
効

な
手
段
の
一
つ
と
考
え
る
。

今
後
は
、
課
題
の
整
理
等

を
行
い
な
が
ら
、
導
入
の

可
否
を
検
討
し
た
い
。

町
長

≪「町営住宅」と「地域活性化住宅」の違い≫
〇町営住宅…公営住宅法に基づき建設。
　⇒応募要件や家賃算定など、公営住宅法に従わないといけない。
〇地域活性化住宅…耐用年数（30年）を超えた町営住宅を管理変
　更する。
　⇒公営住宅法の適用外になることで、町の裁量で管理が出来る。

有り（公営住宅法）

有り（公営住宅法）
・所得額により家賃が変わ
　る。
・月の所得が15万8千円を
　超えると、割増となる等。

無し
「子育て世帯を優先す
る」など、独自の裁量
を設けることができる。

無し
・所得階層、所得制限
　なしに設定できる。

地域活性化住宅町営住宅

募集の
制　限

家　賃
設　定

町
長

町
長

福
祉
保
健
課
長

き
る
よ
う
連
絡
体
制
を
取

り
な
が
ら
、
迅
速
か
つ
安

全
な
除
排
雪
作
業
に
努
め

る
。



本会議２日目
一般質問　※休会の場合あり

 平成18年（2006年）３月
八峰町と峰浜村が合併し「八峰町」
が誕生
それぞれ14人ずつ（計28人）の議員
定数を16人に決定

 平成18年（2006年）４月選挙
16人の定数に17が立候補
・人口9245人　
・加藤和夫町長による町政スタート
・平成18年10月　峰浜庁舎が火事で
　焼失
・平成21年　現在の庁舎が完成
・議員定数２人減（16人→14人）

  平成22年（2010年）４月選挙
 14人の定数に16人が立候補
 ・人口8656人　
 ・平成23年３月議会定例会中に東日
 　本大震災発生
 ・議員定数２人減（14人→12人）

 平成26年（2014年）４月選挙
12人の定数に15人が立候補
・人口7987人　
・平成29年からタブレット端末によ
　るペーパーレス議会を開始

  平成30年（2018年）４月選挙
 12人の定数に13人が立候補
 ・人口7284人　
 ・森田新一郎町長による町政スタート
 ・元号が平成から令和へ
 ・令和２年新型コロナウイルス感染
 　症の流行

 令和４年（2022年）４月選挙
12人の定数に12人が立候補
初の無投票
・人口6603人　
・令和４年11月　森田新一郎町長逝去
・令和５年１月　堀内満也町長による
　　　　　　　　町政スタート
・議会改革検討委員会を設置。議員
　定数、議員報酬は据え置きと決定。

  令和８年（2026年）４月選挙
 12人の定数に13人が立候補
 ８年ぶりの選挙
 ・人口5869人

特
　集

八
峰
町
議
会

　
　
20
年
の
あ
ゆ
み

八
峰
町
議
会

　
　
20
年
の
あ
ゆ
み

八
峰
町
議
会
は
、
町
と
と
も
に
２
０
２
６
年

に
20
年
目
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

議
会
だ
よ
り
の
表
紙
と
と
も
に
振
り
返
り

ま
す
。

　
　

６月議会定例会お知らせ
６月１０日（水）

６月１１日（木）

６月１２日（金）

本会議１日目
行政報告、議案審議ほか
町から議案の説明を受け審議します

本会議３日目
一般質問
町の施策や課題について、議員が質問します
※改選後の議員により決定

●会場：役場２階　大会議室
※開会は10時からです。終了時間は議案数、
一般質問者数、進行等によるため未定です。
※議会は町民の生活に直結した重要な問題が審
議されます。本会議はどなたでも傍聴できま
すので、お気軽におこしください。団体での
傍聴を希望する場合は議会事務局へご連絡く
ださい。
　（問合せ先：議会事務局　７６－４６０７）

皆川議長、山本副議長、腰山議員、笠原議員、水木議員が
自治功労者表彰を受賞

　５名の議員が、長年にわたり地方自治に貢献した方に授与される「地方自治功労者表彰」を受賞しました。
　皆川議長、山本副議長、腰山議員は町村議会議員として15年以上在職、笠原議員と水木議員は11年以上
在職し、現在に至るまで地方自治の発展に尽力されました。

山本副議長 腰山議員 笠原議員
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　能代山本クリーンセンターを議員一同で見学しまし
た。工場でありながら、点字ブロックや障がい者用ト
イレ等、バリアフリーになっているのも印象的でした。

今月の表紙
新しくできたごみ処理場を見学 能代山本クリーンセンター

　ポンポコ山の隣に完成した、これまで南部清掃工場と
北部粗大ごみ処理工場で行っていたごみ処理を集約した
施設。
　１日５トンのごみ処理能力を持ち、４月１日から稼働
しています。

子どもでも楽しく見学できる展示物やゲーム 大量のゴミをつかんで撹拌する巨大クレーン


